
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

2 次元造波水路装置 機械研究(株) 

2 次元開水路装置 機械研究(株) 

 
 

研究内容：  

研究テーマ１：気候変動に伴う沿岸防災の高度化に関する研究  

 近年，地球温暖化に伴う低気圧の大型化が顕著となっている．本研究では，こうした高波浪来襲時の北海道における

海岸道路などの沿岸施設被災事例等をもとに，水理模型実験および数値シミュレーション（CADMAS-SURF/2D など）

を用い，被災現象の解明やその対策工法など海岸・沿岸施設における減災・防災の一助となる知見を得る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究テーマ２：北半球気象場を考慮に入れた沿岸波浪予測の高精度化に関する研究 

 近年，気候変動に伴う低気圧の大型化や，台風の来襲頻度が増加している．本研究では，北海道海域に来襲する時

化後のうねり成分の波浪推算を精度よく実施するにあたり，北半球気象場を計算一次領域とし，亜熱帯循環および亜

寒帯循環などの地球規模の海洋表層循環を考慮に入れ，北海道沿岸域における波浪推算精度の向上を検討する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属：函館工業高等専門学校 社会基盤工学

 
研究タイトル： 

気候変動に伴う海岸・海洋防災の高度化に関する研究 

 

氏名：   越智 聖志／OCHI  Masashi E-mail： m-ochi@hakodate-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 土木学会 

キーワード： 海岸防災，越波，波浪推算，波打ち帯，漂砂 

技術相談 

提供可能技術： 
海岸防災，波浪推算，水理模型実験 

 

北海道における海岸線総延長

4,400km
岩 盤 地 形

海 岸 道 路

通行車両への越波による直接的被害

岩 盤 地 形

海 岸 道 路

砂 浜

越波や地下水の影響による道路法面の陥没・欠損
↓

道路部の路肩欠損の発生
↓

通行車両への間接的被害
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：計算値（北半球無し） ：実測値（ナウファス）

苫小牧沖

苫小牧沖

：計算値（北半球有り） ：実測値（ナウファス）

：計算値（北半球無し） ：実測値（ナウファス）

：計算値（北半球有り） ：実測値（ナウファス）

2016/8/16 
0:00:00

2016/8/21 
0:00:00

2016/8/26 
0:00:00

2016/8/16 
0:00:00

2016/8/21 
0:00:00

2016/8/26 
0:00:00

うねり成分が再現されない

うねり成分の再現が改善北半球 気象場 

(経度:+120°～ -120°,緯度:0°～62°) 日本周辺域 気象場 
半球の有無によるうねり成分の比較 


